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十
七
世
紀
秋
田
藩
の
対
幕
府
関
係
に
お
け
る

一
側
面

は
じ
め
に

石
　
川
　
隆

　
か
つ
て
盛
行
し
た
、
い
わ
ゆ
る
藩
制
確
立
論
は
さ
ま
ざ
ま
な
弱
点

を
も
っ
て
い
た
が
、
そ
の
ひ
と
つ
に
幕
藩
関
係
に
つ
い
て
の
研
究
の

　
　
　
　
　
　
（
1
）

弱
さ
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
小
稿
は
、
到
底
、
そ
の
点
を
補
い
う
る
質
の
も
の
で
は
な
い
が
、

確
立
す
る
幕
藩
制
国
家
体
制
に
自
ら
を
位
置
付
け
よ
う
と
す
る
十
七

世
紀
秋
田
藩
に
と
っ
て
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
幕
府
旗
本
を
通
し
て
、

秋
田
藩
の
対
幕
府
関
係
に
つ
い
て
、
そ
の
一
側
面
を
み
て
み
た
い
。

旗
本
神
尾
氏
か
ら
の
借
金

　
寛
永
末
年
に
は
恒
常
化
の
き
ざ
し
を
み
せ
て
い
た
秋
田
藩
の
財
政

窮
を
・
寛
文
．
延
姦
に
は
進
行
の
一
途
を
た
ど
り
・
藩
借
誓

　
　
　
　
　
　
（
3
）

累
積
し
つ
つ
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
延
宝
三
（
ニ
ハ
七
五
）
年
に
お

け
る
藩
借
財
は
、
京
都
で
の
借
銀
が
九
五
三
貫
五
〇
〇
目
、
江
戸
に

お
け
る
借
銀
が
六
〇
九
貫
目
、
久
保
田
城
下
か
ら
の
借
銀
が
元
利
と

も
一
寡
六
貫
二
四
〇
目
、
合
計
一
九
二
八
貫
七
四
〇
目
一
一
表
－
一
一

で
あ
り
、
藩
借
財
は
藩
政
の
展
開
に
お
い
て
無
視
し
え
な
い
要
因
と

　
　
　
（
5
）

な
っ
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
秋
田
藩
は
、
商
人
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
幕
府
旗
本

神
尾
氏
か
ら
も
金
を
借
り
て
い
た
。
神
尾
氏
か
ら
の
借
金
に
関
し
て

知
り
う
る
史
料
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
か
つ
断
片
的
で
あ
る
。

〔
史
料
1
〕

　
　
　
　
＾
佐
竹
婁
陸
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
元
珍
〕

　
暮
程
　
尾
形
様
御
上
屋
敷
へ
御
出
被
成
候
、
神
尾
若
狭
殿
御
借
金

　
　
　
　
＾
山
下
〕

　
千
両
、
宗
伴
御
名
付
二
而
御
借
金
五
千
両
、
二
口
合
六
千
両
ノ
利

　
金
六
百
両
相
済
申
之
内
、
御
金
不
足
故
五
百
両
被
遺
候
、
残
百
両

　
ハ
来
正
月
迄
被
延
置
候
様
二
柳
谷
平
右
衛
門
ヲ
以
申
分
候
、
神
尾

　
＾
元
清
〕

　
市
左
衛
門
殿
へ
御
借
金
四
千
五
百
両
之
利
金
四
百
五
十
両
相
済
申

　
内
三
百
五
十
両
被
遣
、
是
も
百
両
来
正
月
迄
被
延
置
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

　
　
（
「
多
賀
谷
隆
家
日
記
」
抄
本
　
寛
文
八
年
↓
－
二
月
二
九
日
条
）

　
右
に
掲
げ
た
〔
史
料
1
〕
に
よ
れ
ぱ
、
寛
文
八
（
ニ
ハ
六
八
）
年

十
二
月
の
時
点
で
、
秋
田
藩
は
神
尾
元
珍
か
ら
金
一
〇
〇
〇
両
、
京

都
町
人
山
下
宗
伴
か
ら
金
五
〇
〇
〇
両
、
そ
し
て
神
尾
元
清
か
ら
金

四
五
〇
〇
両
、
合
計
一
万
五
〇
〇
両
を
借
り
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

が
、
そ
の
利
息
は
三
老
合
計
九
五
〇
両
に
の
ぽ
り
、
利
息
金
の
支
払

い
に
も
難
渋
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
〔
史
料
1
〕
に

み
え
る
神
尾
元
珍
・
元
清
兄
第
か
ら
の
借
金
元
金
合
計
五
五
〇
〇
両
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〔表1〕延宝3年借銀

て先年より京棚長借分〕

銀　690貫目

京都僧銀 銀 953貫500目 49．4％

（京都椥納崩分〕

銀　263貫500目

江戸借銀 銀 609貫目｛金乎にして10，500両 個58匁替〕 ヨ1，6％

町中より借銀 銀　366貫240目 19．0％

酎 銀1，92ヨ貢7ω目 lOO．O％

｛「梅減忠宴日飼」延宝3宰11月3日条〕

を
、
か
り
に
延
宝
三
（
ニ
ハ
七
五
）
年
に
お
け
る
秋
田
藩
の
江
戸
借

金
一
万
五
〇
〇
両
（
〔
表
1
〕
）
と
比
ら
べ
る
な
ら
ぱ
五
二
％
、
（
全
借

銀
の
約
四
五
％
余
）
に
あ
た
る
。

秋
田
藩
の
神
壷
か
ら
の
借
金
は
万
治
二
一
二
一
五
九
一
年
の
神

尾
元
勝
か
ら
の
借
金
が
現
在
知
り
う
る
早
い
例
で
あ
る
。
翌
万
治
三

（
ニ
ハ
六
〇
）
年
に
も
神
尾
元
勝
か
ら
小
判
一
〇
〇
〇
両
を
新
ら
た

に
借
り
て
い
る
が
、
こ
の
小
判
一
〇
〇
〇
両
に
は
糸
屋
彦
左
衛
門
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
）

出
資
し
た
小
判
一
〇
〇
両
が
ふ
く
ま
れ
て
い
た
。
か
つ
て
松
本
四
郎

氏
は
京
都
の
大
名
貸
し
宇
野
了
元
・
那
波
素
順
を
論
じ
、
枝
手
形
の

分
析
を
通
じ
て
宇
野
が
自
己
資
金
に
那
波
の
出
資
分
を
あ
わ
せ
て
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

田
藩
に
融
資
し
て
い
る
二
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
右
の
神
尾
－
糸
屋

に
は
、
宇
野
－
那
波
に
類
似
し
た
関
係
が
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、

こ
の
神
尾
－
糸
屋
と
い
う
出
資
関
係
が
万
治
三
年
だ
け
の
特
殊
な
例

な
の
か
、
神
尾
氏
の
資
金
源
は
い
か
な
る
も
の
な
の
か
、
い
ず
れ
も

不
明
と
い
わ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
次
に
掲
げ
る
史
料
は
、
天
和
二
（
ニ
ハ
八
二
）
年
一
〇
月
に
国
元

で
作
成
さ
れ
た
秋
田
藩
の
収
支
見
積
り
書
の
一
部
分
で
あ
る
。

〔
史
料
2
〕

司

御
金
積
之
覚

銀
四
百
四
拾
六
貫
頁
二
十
九
匁
六
分
三
リ
ン

大
阪
へ
為
御
登
米
御
代
銀
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
神
尾
殿
秋
田
御
借
銀
御
返
弁

　
右
ハ
古
御
借
銀
御
返
弁
二
米
壱
万
石
御
直
払
二
河
口
甚
左

　
衛
門
御
受
合
代
銀
、
弐
万
七
千
石
宇
野
・
雑
賀
や
四
ヶ
年

　
受
米
二
仕
候
売
出
銀
共
二

同
五
百
十
三
貫
百
六
十
五
匁
九
分
三
リ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
右
同
御
米
壱
万
石
御
直
払
代
銀
、
五
千

438



（239〕　研究ノート

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
四
ヶ
年
受
米
売
出
銀

　
　
　
右
ハ
御
直
払
米
壱
万
石
泉
や
次
郎
兵
衛
受
合
代
銀
、
五
千

　
　
　
石
宇
野
・
雑
賀
や
四
ヶ
年
御
受
米
売
出
銀
共
二
、
森
谷
平

　
　
　
右
衛
門
・
井
口
織
p
相
定
此
銀
ハ
当
御
遣
用
二
積
リ
申
分

一
　
同
千
貫
目
　
　
　
　
　
壱
万
石
四
ヶ
年
受
米
敷
銀

　
　
　
右
ハ
当
年
迄
御
直
払
二
河
口
甚
左
衛
門
受
合
二
而
為
御
登

　
　
　
被
成
候
を
当
暮
／
四
ヶ
年
受
米
二
被
仰
付
由
之
敷
銀

一
　
同
百
貫
目
　
　
　
北
国
や
銅
山
運
上
銀
弐
百
貫
目
之
内
百
貫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
ハ
先
達
指
上
残
而
百
貫
目
ハ
当
暮

一
　
同
百
貫
目
　
　
　
先
年
申
受
候
保
太
木
代
之
内
荒
や
・
唐
仁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
・
大
崎
立
賢
上
納
可
申
銀
之
分

五
口
合
弐
千
百
拾
九
貫
三
百
五
匁
五
分
六
リ
ン

　
　
　
内
百
五
十
貫
目
　
先
達
而
江
戸
へ
下
シ
御
遣
用
二
被
成
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由

　
　
　
同
千
弐
百
三
十
弐
貫
弐
百
八
十
め
　
京
都
新
御
借
銀
当
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霜
月
御
返
弁
元
利
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
之
由

　
　
　
同
三
十
貫
目
　
岡
半
之
丞
罷
下
候
所
江
戸
へ
下
御
遣
御
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
被
成
候
由
、
利
足
ハ
知
不
申
候
間
箸
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
申
候

　
　
　
同
六
十
貫
目
　
山
下
宗
伴
二
先
年
拝
借
被
卯
付
、
御
借
銀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
百
貫
目
被
成
候
利
銀
戌
ノ
年
分

残
六
百
四
十
七
貫
弐
十
五
匁
五
分
六
リ
ン
　
江
戸
へ
下
申
分

〕b：

内
六
拾
三
貫
目

神
尾
殿
／
御
借
金
之
利
千
五
十
両
御
返
済

分
、
両
替
六
十
目
替
、

但
古
御
借
銀
御
返

　
　
　
　
　
　
　
　
　
弁
之
内
也

一
　
同
三
百
八
十
三
貫
百
三
十
九
匁
六
分
四
リ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
先
年
秋
田
御
借
銀
元
利
共
二
御
返
弁
之
分
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
本
之
内
ハ
済
残
二
御
座
候
、

　
　
　
右
ハ
秋
田
御
借
銀
利
足
本
銀
之
内
を
も
少
々
御
返
済
之
銀

　
　
　
二
候
へ
共
、
此
方
申
延
、
新
御
借
分
二
可
仕
候
間
、
其
元

　
　
　
二
而
御
遣
用
二
可
被
成
候

残
銀
弐
百
貫
八
百
八
拾
五
匁
九
分
弐
リ
ン
　
江
戸
御
遣
用
可
被
成

　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
候
分

　
　
　
一
・
梅
津
忠
宴
日
記
L
抄
本
天
和
二
年
十
月
廿
七
麹
一

　
右
の
〔
史
料
2
〕
に
よ
れ
ぱ
、
全
収
入
銀
二
一
一
九
貫
三
〇
五
匁

五
分
六
リ
ン
（
実
計
算
二
一
五
九
貫
三
〇
五
匁
五
分
六
リ
ン
）
の
う

ち
八
O
．
五
％
余
に
あ
た
る
一
七
三
八
貫
余
を
借
財
の
返
済
に
あ
て

る
こ
と
が
目
論
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
傍
線
㈲
・
㈹
か
ら
わ
か
る
．

よ
う
に
、
こ
の
天
和
二
年
時
点
に
お
い
て
、
神
尾
氏
か
ら
の
借
金
は

利
息
だ
け
で
一
〇
五
〇
両
に
の
ぽ
っ
て
お
り
、
全
収
入
の
二
・
九
％

余
を
し
め
る
銀
六
三
貫
目
が
神
尾
氏
へ
の
返
済
に
あ
て
る
よ
う
に
目

論
ま
れ
て
い
る
。

薯
箒
紅
一
一
帥
ザ
鯖
鯛
轄
鐵
口
輔
↓
439
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⑥
■
尼
元
蜴

岡
益
局
の
讐
手

　
○
前
守

　
硅
五
位
下

書
院
書
士

小
娃
番
士

硅
番
士

作
口
5
行

甚
崎
；
行

町
皐
行

知
行
芒
一
八
O
O
石

■
文
二
年
十
二
月
十
二
日
黎
仕

■
文
七
年
四
月
＝
十
五
日
死
去

元
珍

図
1
　
　
　
　
　
，
■
政
国
性
固
宣
固
・

　
若
按
守

　
従
五
位
下

小
娃
蛆

小
蛙
犬
醐
暁
面
i
屋
遣
官
■
行

東
改
山
帽
堂
佐
前
牢
行

咄
者
士

仙
台
国
目
付

女
暁
宙
所
遣
宮
奉
行

作
■
奉
行

知
行
■
一
一
五
〇
〇
石

亡
享
三
年
七
月
九
回
u
致
仕

j
享
四
年
十
一
月
二
〇
目
苑
去

元
刮市
左
竈
門

　
○
前
守

　
従
五
位
下

小
姓
佳
蛆
新
番
頭

大
目
付

知
行
■
一
七
〇
〇
石

元
祖
十
四
年
十
＝
月
十
＝
目
敦
仕

宝
永
四
年
九
月
⊥
ハ
日
苑
去

癌
蜆
千
四
十
三
に
よ
君
〕

元
旧

（
ニ
ハ
九
八
）
年
以
後
の
藩
借
財
返
済
の
記
述
の
な
か
で
、
「
神
尾

（
一
兀
－
澗
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
兀
陳
〕

備
前
守
殿
・
神
尾
左
兵
衛
殿
・
東
宗
雲
5
御
預
金
等
も
年
々
御
返
し

に
被
相
立
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
元
禄
期
に
至
っ
て
も
返
済
は
完
了

し
て
い
な
い
。
ま
た
、
こ
の
記
述
に
よ
れ
ぱ
、
幕
府
奥
医
師
に
し
て

旗
本
の
東
宗
雲
か
ら
も
秋
田
藩
は
借
財
を
負
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

一
図
－
一
に
『
寛
政
重
修
諸
姦
』
を
も
と
に
し
て
神
尾
元
勝
父
子

の
経
歴
を
略
記
し
た
。
神
尾
元
勝
は
家
康
愛
妾
阿
茶
局
の
養
子
と
な

り
、
秀
忠
・
家
光
に
重
用
さ
れ
た
旗
本
で
あ
り
、
近
年
、
山
本
博
文

氏
が
寛
永
幕
政
史
に
お
い
て
ス
ポ
ヅ
ト
を
あ
て
た
「
上
級
旗
本
」
の

ひ
と
り
で
あ
る
。
山
本
氏
は
、
元
和
・
寛
永
前
期
、
使
番
・
目
付
を

歴
任
し
将
軍
や
年
寄
の
信
頼
が
厚
い
三
〇
〇
〇
石
程
度
の
旗
本
を

「
上
級
旗
本
」
と
よ
ん
で
「
取
次
」
と
し
て
と
ら
え
、
彼
ら
が
権
力
老

土
井
利
勝
の
周
辺
に
あ
っ
て
大
名
へ
の
バ
イ
プ
役
と
な
っ
た
と
説
き
、

大
名
は
幕
閣
へ
の
ル
ー
ト
作
り
や
情
報
収
集
の
た
め
の
上
級
旗
本
と

の
交
際
を
も
と
め
、
上
級
旗
本
は
、
自
己
の
地
位
の
確
認
の
た
め
に

或
い
は
犬
名
か
ら
の
援
助
を
期
待
し
て
、
大
名
の
側
に
立
っ
た
行
動

に
努
め
た
と
説
明
す
る
。
そ
し
て
家
光
親
政
が
行
わ
れ
る
寛
永
後
期

に
な
る
と
、
年
寄
以
外
の
老
か
ら
の
命
令
伝
達
が
禁
じ
ら
れ
、
上
級

旗
本
と
大
名
と
が
内
々
に
交
際
す
る
こ
と
に
歯
止
め
が
か
け
ら
れ
、

上
級
旗
窪
将
軍
家
光
の
鑑
権
力
行
使
の
た
め
の
手
足
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
た
、
と
主
張
す
る
。
山
本
氏
の
所
説
の
当
否
は
と
も
か

く
と
し
て
、
幕
藩
関
係
に
お
い
て
、
し
ぱ
し
ぱ
特
定
の
旗
本
の
介
在

が
み
ら
れ
る
こ
と
は
藩
政
史
に
多
少
と
も
関
心
あ
る
も
の
な
ら
ぱ
、

夙
に
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

一
一
十
七
世
紀
秋
田
藩
と
旗
本

慶
長
～
寛
永
前
期
秋
田
藩
に
と
っ
て
決
定
的
に
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
た
旗
本
は
島
田
重
次
・
島
田
直
時
、
島
田
利
正
、
土
屋
利
清
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（
1
4
）

で
あ
っ
た
。
秋
田
藩
と
の
関
わ
り
で
、
こ
の
四
人
の
旗
本
の
動
き
を

を
み
て
み
る
と
、

”
一
時
蟻
緒
㌶
補
一
紳
田
藩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

　
飛
地
下
野
領
支
配
（
検
地
・
隠
田
・
領
民
の
犯
罪
な
ど
）
に
つ
い

　
て
の
助
言
・
指
示
。

一
3
一
鉱
山
運
上
金
銀
に
鍔
る
取
次
一
献
上
の
催
促
．
取
次
、
運

　
上
一
紙
の
確
認
・
保
管
な
ど
）
。

〔
4
〕
　
幕
府
の
意
向
・
諸
清
報
の
内
報
（
普
通
・
上
洛
お
よ
ぴ
諸
政

　
策
の
予
定
、
大
御
所
の
容
態
な
ど
）
と
、
諸
忠
告
（
参
勤
・
出
府
・

上
洛
の
勧
め
、
普
請
助
役
留
の
勧
め
、
将
軍
日
光
杜
壌
奉
願

一
h
の
卵
辞
㌶
篶
鷲
．
献
上
物
の
勧
め
）
。

〔
べ
汽
誠
鯉
一
一
大
御
所
へ
書
早
え
．
譲
上

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
、
元
和
一
〇
（
ニ
ハ
ニ
四
）

年
正
貝
道
川
九
左
衛
門
を
秋
田
藩
が
義
米
宿
に
採
用
し
て
い
る

の
は
島
田
重
次
の
意
向
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
敦
賀
に
お
い
て
諸
藩

が
米
宿
を
指
定
す
る
際
に
幕
府
の
意
向
が
は
た
ら
い
て
い
た
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
上
記
の
旗
本
た
ち

は
、
た
し
か
に
秋
田
藩
の
た
め
に
便
宜
を
は
か
り
、
と
り
わ
け
上
記

〔
4
〕
の
よ
う
に
一
見
し
て
秋
田
藩
側
に
立
っ
た
行
動
を
と
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。
そ
れ
は
結
局
の
と
二
ろ
、
善
意
に
粉
飾
さ
れ
大
内
々

と
い
う
か
た
ち
を
と
っ
て
秋
田
藩
を
幕
府
の
志
向
す
る
方
向
へ
導
こ

う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ぱ
、
寛
永
元
（
ニ
ハ
ニ
四
）
年

七
月
、
小
田
原
を
大
御
所
秀
忠
隠
居
所
と
な
し
、
奥
羽
諸
大
名
に
普

請
助
役
が
命
じ
ら
れ
る
と
い
う
風
聞
が
立
っ
た
と
き
、
島
田
利
正
は

秋
田
藩
主
佐
竹
義
宣
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

〔
史
料
3
〕

来
春
小
田
原
御
普
請
之
事
、
（
中
略
）
上
様
御
前
二
て
も
、
御
年
寄

　
衆
御
沙
汰
を
も
、
一
切
不
被
為
聞
候
、
乍
去
、
世
上
の
さ
げ
す
ミ

　
尤
二
候
、
上
方
衆
ハ
京
・
大
坂
之
御
普
請
い
ま
に
被
仕
候
間
、
定

　
而
関
東
・
奥
州
衆
二
被
仰
付
も
の
二
て
可
有
之
候
、
乍
去
、
義
宣

　
御
身
上
、
一
方
御
請
取
、
御
普
請
被
遊
候
御
身
上
二
候
ヘ
ハ
、
被

　
仰
上
候
て
可
然
候
、
若
石
垣
な
ら
ハ
、
弐
十
間
・
」
二
拾
間
わ
り
余

　
り
な
と
の
御
坐
候
を
、
跡
々
5
御
普
請
不
被
仰
付
候
へ
共
、
似
合

敷
御
奉
公
二
候
間
、
是
を
仕
可
指
上
と
、
被
仰
上
可
然
候

　
　
　
　
　
　
　
（
『
梅
津
政
景
日
記
』
寛
永
元
年
八
月
五
日
条
）

す
な
わ
ち
島
田
利
正
は
小
田
原
普
請
の
動
員
が
発
令
さ
れ
て
い
な
く

と
も
、
．
世
上
の
さ
げ
す
み
、
上
方
大
名
衆
の
普
請
助
役
を
ひ
き
あ
い

に
出
し
て
、
「
似
合
敷
御
奉
公
」
と
し
て
の
普
請
助
役
出
願
を
す
す
め

て
お
り
、
佐
竹
義
宣
を
し
て
「
如
何
様
二
も
御
指
図
次
第
二
候
」
（
同

日
条
）
と
言
わ
し
め
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
幕
府
内
部
情
報
の
内
報
に
し
て
も
、
普
請
助
役
・
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参
勤
・
日
光
杜
参
傑
奉
に
つ
い
て
の
助
言
に
し
て
も
、
事
前
に
情

報
・
準
備
期
間
・
忠
告
を
あ
た
え
て
秋
田
藩
に
自
発
的
な
出
願
・
奉

仕
を
さ
せ
る
方
向
に
誘
導
し
て
幕
府
の
威
光
を
浸
透
さ
せ
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
佐
竹
義
宣
が
湯
治
の
許
可
の
み
を
得

ポ
鷲
轡
舞
汽
峠
雛
け
篶
㍑

威
光
に
か
か
わ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ぱ
、
か
れ
ら
は
幕
府
権
力
の

一
翼
と
し
て
の
本
質
を
露
呈
す
る
。

　
寛
永
末
期
～
万
治
期
に
お
け
る
幕
府
と
秋
田
藩
と
の
間
に
は
神
尾

元
勝
が
深
く
介
在
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
、
す
で
に
参
勤
交
代
は

制
度
化
さ
れ
、
ま
た
秋
田
藩
へ
の
普
請
助
役
も
大
幅
に
減
少
す
る
の

で
、
そ
の
点
に
お
い
て
は
幕
府
・
秋
田
藩
間
で
の
神
尾
元
勝
の
関
与

は
慶
長
～
寛
永
前
期
の
島
田
・
土
屋
氏
に
比
す
れ
ぱ
少
な
く
な
る
。

し
か
し
、
神
尾
元
勝
の
秋
田
藩
と
の
関
わ
り
は
基
本
的
に
上
掲
〔
1
〕

～
〔
6
〕
と
変
わ
ら
な
い
。
元
勝
は
、
幕
府
へ
の
銀
山
運
上
に
関
す
る

取
次
を
は
じ
め
諸
事
に
わ
た
っ
て
老
中
と
秋
田
藩
の
間
を
取
り
次
い

で
お
り
・
久
雷
城
絵
図
加
婁
髄
の
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
・
秋

田
藩
が
幕
府
に
訴
願
す
る
と
き
に
は
ま
ず
元
勝
に
願
い
出
て
元
勝
の

指
示
と
内
意
に
し
た
が
っ
て
幕
閣
へ
訴
願
す
る
の
が
常
で
あ
り
、
将

軍
・
幕
閣
へ
の
不
時
の
挨
拶
・
使
老
派
遣
は
元
勝
の
指
図
に
し
た
が

い
、
慶
事
に
お
け
る
幕
閣
へ
の
饗
応
も
元
勝
を
通
じ
て
申
し
入
れ
る

の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
幕
府
の
意
向
も
ま
た
元
勝
を
通
し
て
秋
田
藩

に
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
幕
閣
か
ら
直
接
秋
田
藩
に
通
知
さ
れ
た
場
合

で
も
、
た
と
え
ば
、
寛
文
元
（
ニ
ハ
六
一
）
年
の
佐
竹
義
質
の
婚
儀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
佐
竹
蟻
口
）
　
　
　
　
　
　
＾
酒
井
患
清
〕

願
に
つ
い
て
老
中
松
平
信
綱
か
ら
「
式
部
殿
御
縁
方
之
儀
雅
楽
殿
・

＾
阿
部
恵
試
〕
　
＾
稲
葉
正
則
〕

豊
後
殿
・
美
濃
殿
申
談
候
、
御
勝
手
次
第
二
御
調
候
様
二
と
被
申
候
、

委
細
は
神
尾
備
前
殿
へ
可
申
達
候
L
と
秋
田
藩
に
通
知
さ
れ
、
秋
田

藩
江
戸
留
守
居
役
は
元
勝
の
も
と
に
お
も
む
い
て
関
係
老
へ
の
使

老
・
御
礼
、
そ
の
他
万
端
に
つ
い
て
元
勝
の
指
図
を
う
け
な
け
れ
ぱ

　
　
　
　
　
　
　
＾
2
5
）

な
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
、
元
勝
の
介
在
は
動
か
し
が
た
い
重
み
を
も

っ
て
い
た
。

　
元
勝
の
死
後
、
こ
の
よ
う
な
役
割
は
子
で
あ
る
元
珍
・
元
清
兄
弟

に
う
け
つ
が
れ
る
。
例
え
ぱ
、
寛
文
六
（
ニ
ハ
六
六
）
年
夏
の
秋
田

藩
領
洪
水
に
よ
る
不
如
意
の
た
め
、
音
信
等
簡
略
の
義
を
幕
府
に
願

出
た
と
き
に
は
神
尾
元
珍
を
通
じ
て
老
中
土
屋
数
直
に
申
入
れ
て

＾
2
6
）

い
る
。
ま
た
、
延
宝
五
（
ニ
ハ
七
七
）
年
か
ら
秋
田
藩
は
能
代
保
太

木
、
諸
材
木
の
大
坂
直
払
い
を
お
こ
な
う
が
、
神
尾
元
清
を
通
じ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
〃
〕

老
中
土
屋
数
直
の
内
諾
を
得
た
う
え
で
こ
れ
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　
前
述
し
た
元
和
一
〇
年
の
敦
賀
米
宿
採
用
に
お
け
る
島
田
氏
の
関

与
に
し
て
も
、
こ
の
能
代
保
太
木
、
諸
材
木
の
大
坂
直
払
い
に
し
て

も
、
秋
田
藩
が
、
上
方
市
場
と
関
わ
る
に
際
し
て
幕
府
の
意
向
が
は

た
ら
い
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
元
珍
・
元
清
兄
弟
と
秋
田
藩
と
の

密
接
な
関
係
は
、
天
和
年
間
ま
で
つ
づ
く
。
神
尾
氏
と
秋
田
藩
の
交

際
自
体
は
天
和
以
降
も
つ
づ
い
て
い
く
が
、
寛
永
後
期
～
天
和
期
の

よ
う
な
関
係
を
見
出
す
の
は
困
難
で
あ
る
。
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結
ぴ
に
か
え
て

　
十
七
世
紀
後
半
期
、
財
政
難
に
あ
え
ぎ
な
が
ら
も
、
幕
藩
制
国
家

体
制
に
自
ら
を
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
秋
田
藩
が
上
方
市
場
と
関
わ

る
に
あ
た
り
、
あ
る
い
は
緊
縮
財
政
実
施
に
際
し
、
幕
府
の
意
向
は

無
視
し
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
、
旗
本
神
尾
氏
の
関

与
が
み
ら
れ
る
。

度
ザ
雑
ジ
爽
㍑
ジ
簑
れ
㍍
韓

と
も
あ
れ
、
こ
の
時
期
、
神
尾
氏
は
秋
田
藩
ど
幕
閣
の
単
な
る
バ
イ

プ
役
な
ど
で
は
な
く
、
幕
府
の
権
威
と
権
力
を
背
景
に
秋
田
藩
を
主

導
で
き
る
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
借
金
に
よ
っ
て
秋
田
藩
の
財

政
に
深
く
く
い
こ
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　
十
七
世
紀
、
幕
藩
関
係
に
お
い
て
、
そ
の
役
職
に
か
か
わ
り
な
く

特
定
の
旗
本
の
介
在
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
問
題
は
、
あ
く
ま
で
も
幕
府
に
よ
る
大
名
支
配
の
一
環
と
し
て

と
ら
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
旗
本
を
幕
藩
政
治

史
の
各
段
階
に
お
い
て
歴
史
的
に
正
し
く
位
置
付
け
る
に
は
不
明
な

点
が
き
わ
め
て
多
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
単
な
る
パ
イ
プ
役
的
な

取
次
ぎ
論
に
嬢
小
化
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
。

　
　
（
1
）
　
佐
々
木
潤
之
介
『
幕
藩
制
国
家
論
　
上
』
六
六
・
七
一

　
　
　
頁
（
東
京
大
学
出
版
会
一
九
八
四
年
）
。

　
　
（
2
）
　
豊
田
武
編
『
東
北
の
歴
史
　
中
巻
』
七
四
頁
（
吉
川
弘

　
文
館
　
一
九
七
九
年
）
。

（
3
）
　
『
秋
田
県
史
　
通
史
編
　
近
世
上
』
第
三
章
第
五
節
（
一

　
九
七
九
年
）
。

（
4
）
　
秋
田
県
立
公
文
書
館
蔵
「
梅
津
忠
宴
日
記
」
抄
本
　
延

　
宝
三
年
十
一
月
三
日
条
。

（
5
）
注
（
3
）
。

（
6
）
　
秋
田
県
立
公
文
書
館
蔵
。

（
7
）
　
「
後
藤
祐
道
日
記
」
（
秋
田
県
八
森
町
・
山
崎
文
奮
）
万

　
治
三
年
九
月
二
七
日
条
。

（
8
）
　
「
後
藤
祐
道
日
記
」
万
治
三
年
十
一
月
四
日
条
。

（
9
）
．
松
本
四
郎
「
寛
文
－
元
禄
期
に
お
け
る
大
名
貸
し
の
特

　
質
－
「
町
人
考
見
録
」
に
み
え
る
那
波
九
郎
左
衛
門
家
を

　
中
心
に
－
」
（
『
三
井
文
。
庫
論
叢
』
創
刊
号
　
　
一
九
六
七

　
年
）
。

（
1
0
）
　
秋
田
県
立
公
文
書
館
蔵
。

（
n
）
　
『
秋
田
県
史
　
資
料
編
　
近
世
上
』
四
三
一
号
（
一
九
七

　
九
年
）
。

（
1
2
）
　
続
群
書
類
従
完
成
会
刊
行
。

（
1
3
）
　
山
本
博
文
『
幕
藩
制
の
成
立
と
近
世
の
国
制
』
（
校
倉
書

房
　
一
九
九
〇
年
）
第
一
部
第
三
章
・
第
四
章
。

（
u
）
　
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
（
巻
二
百
八
十
八
、
巻
二
百
八
十

九
、
巻
二
百
九
十
、
巻
五
百
四
十
九
）
に
よ
っ
て
こ
の
4
人

　
の
関
係
を
示
す
。
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一橋論叢 第111巻第2号 平成6年（1994年）2月号

（
島
田
利
秀
）

　
一
　
　
　
　
　
　
　
使
番
・
町
奉
行

　
一
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇
〇
石

　
「
－
－
土
屋
利
清
（
利
秀
に
養
育
さ
る
）

　
　
　
　
　
大
番
・
御
膳
番
・
川
船
奉
行

　
　
　
　
　
五
七
〇
石

（
1
5
）
　
『
梅
津
政
景
日
記
』
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
『
大
日
本

古
記
録
』
）
元
和
四
年
二
月
十
二
日
条
、
元
和
四
年
十
月
五
日

条
な
ど
。

（
1
6
）
　
『
梅
津
政
景
日
記
』
元
和
五
年
六
月
十
二
日
条
、
元
和
八

　
年
二
月
四
日
条
な
ど
。

（
1
7
）
　
『
梅
津
政
景
日
記
』
元
和
八
年
三
月
十
八
日
条
、
寛
永
五

　
年
八
月
十
九
日
条
、
寛
永
七
年
十
一
月
廿
八
日
条
な
ど
。

（
1
8
）
　
『
梅
津
政
景
日
記
』
慶
長
十
九
年
二
月
十
四
日
条
元
和

　
六
年
二
月
廿
六
日
条
、
寛
永
六
年
正
月
五
日
条
、
寛
永
七
年

　
八
月
十
二
日
条
な
ど
。

（
1
9
）
　
『
梅
津
政
景
日
記
』
元
和
四
年
五
月
廿
日
条
元
和
六
年

　
二
月
廿
五
日
条
、
元
和
八
年
二
月
十
六
日
条
寛
永
元
年
八

月
五
日
条
、
寛
永
二
年
正
月
十
三
日
条
、
寛
永
五
年
十
一
月

十
九
日
条
、
寛
永
六
年
三
月
廿
日
条
、
寛
永
八
年
七
月
廿
五

　
日
条
、
寛
永
八
年
八
月
一
日
条
な
ど
。

（
2
0
）
　
『
梅
津
政
景
日
記
』
寛
永
七
年
八
月
十
二
日
条
な
ど
。

（
2
1
）
　
『
梅
津
政
景
日
記
』
元
和
七
年
十
月
十
二
日
条
な
ど
。

（
2
2
）
『
梅
津
政
景
日
記
』
元
和
十
年
正
月
廿
二
日
条
。

（
2
3
）
　
『
梅
津
政
景
日
記
』
元
和
七
年
十
月
廿
日
条
。

（
2
4
）
　
秋
田
県
立
公
文
書
館
蔵
『
国
典
類
抄
』
前
編
軍
部
一

　
（
秋
田
県
立
図
書
館
よ
り
全
巻
刊
行
）
。

（
2
5
）
　
『
国
典
類
抄
』
前
編
賓
部
十
一
。

（
2
6
）
　
秋
田
県
立
公
文
書
館
蔵
「
梅
津
忠
宴
日
記
」
抄
本
　
寛

　
文
六
年
十
月
二
日
条
。

（
2
7
）
　
「
旧
記
抜
書
之
ヶ
条
　
上
」
（
『
熊
代
市
史
資
料
』
第
九
号

　
一
九
七
八
年
）
。

（
2
8
）
　
た
と
え
ぱ
、
長
州
藩
毛
利
氏
も
こ
の
時
期
、
旗
本
か
ら

　
の
借
財
を
負
っ
て
い
た
。
峯
岸
賢
太
郎
「
成
立
期
藩
経
済
の

　
構
造
』
（
古
島
敏
雄
編
『
日
本
経
済
。
史
大
系
　
3
　
近
世
上
』

　
東
京
大
学
出
版
会
　
一
九
六
五
年
　
所
収
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
秋
田
市
史
専
門
委
員
）
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